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図1:3次元ハイゼンベルグスピングラス模型の△EL(LJ)｡矢印はwmaxの位置を表す｡
さらに､角度Wの方も考慮に入れると､図2に示すようにuma,:以下のデータ点がすべて
AEL(u)～0.14JullgLO･8 (3)
という関数形でスケールされることが分かった｡式(3)は3次元強磁性ハイゼンベルグ模型の
△EL(u)
･EL(u)～去打2Jw2L (4)
と類似している｡このことは､3次元ハイゼンベルグスピングラス模型の ｢ひねり｣に対する応
答が3次元強磁性ハイゼンベルグ模型のそれと類似していることに起因していると考えられる｡
実際､｢ひねり｣に対して内部のスピンが順次はば等角度で変化することを確認した｡
Z-L+1面上のスピンを ｢回転｣ではなく ｢反転｣させた場合の△EL(LJ)も計算し､格子サ
イズLの約0.35乗で増加する傾向にあることが分かった｡
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｢フラストレーションとカイラル秩序｣
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図2:3次元ハイゼンベルグスピングラス模型の△EL(LJ)のスケーリング｡矢印はwmaxの位置を
表す｡
2 有限温度におけるステイツフネスの評価
絶対零度での計算結果を踏まえて､我々は有限温度における系のステイツフネスの評価を行っ
た｡ここでは､｢回転｣による系の自由エネルギーの増加分△FLをモンテカルロひねりの方法で
計算した [5]｡図3に､ある固定軸(Z軸)のまわりに90度回転させた場合の△FLの結果を示す｡
△FL,は低温側では格子サイズLと共に増加するのに対し､高温側ではLと共に減少していく様
子が見てとれる｡この結果は低温で基底状態が安定に存在することを示唆している｡
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図3:3次元ハイゼンベルグスピングラス模型の△FLの温度依存性
基底状態が安定か不安定になるかの境目の温度を評価するために､△FL,と△FL+1の交点の収
束性を調べた.図4に示すように､△FLと△FL+1の交点を1/Lで外挿したところ､温度として
-83-
研究会報告
0.2J付近に収束する結果が得られた｡
0.3 0.4
図4:3次元ハイゼンベルグスピングラス模型の△FLと△FL+1の交点の1/L依存性
｢回転｣ではなく ｢反転｣による自由エネルギーの増分も計算したところ､低温側と高温側で
異なるサイズ依存性が見られた｡△FLと△FL+1の交点を1/Lで外挿した結果､温度として0･2J
付近に収束することが分かった｡
3 まとめ
欠陥エネルギーの新しい評価方法を考案し､その方法を用いて3次元ハイゼンベルグスピング
ラス模型の ｢回転｣及び ｢反転｣に対するステイツフネスを調べた｡温度r～0.2Jより低温側で
基底状態は安定に存在することが分かった｡この結果は有限温度でスピン秩序が起こる可能性が
あることを示唆している｡今後､さまざまな方向からこの間題について再検討を行う必要がある
と考える｡
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